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i 言語使用とデザインのかかわりについては、以下の二つの論考を参考のこと。 
山内裕 (2015). 社会をデザインする：予備的考察. デザイン学論考, vol.3, pp.17-27. 
平本毅 (2015). コミュニティのデザイン. デザイン学論考, vol.4, pp.16-22. 
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v ほかにもベンチャー企業、中堅企業等々の区分がありうるだろうが、ここでは便宜的に中小企業―大企業の二分法を
用いる。 
デザイン学論考 vol.5   
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が、少なくともこの言説を人々の間で信じられてきた物語であると常識的に理
解できるくらいには、我われは「中小企業―大企業」という言葉を使う術を知っ
ている。デザインすべきはこの言説＝社会の仕組みであって、この言説に乗っ
かったうえで行われるイベントや、打たれる広報にはそれほど効果がないだろ
う。参加者たちが以上を言語化したわけではないが、少なくとも彼／彼女らが、
就職活動が始まる以前の学生のものの見方自体をデザインする必要がある、と
いう認識に至ったのは確かである。 
ワークショップの参加者たちはそこからアイデア出しを始め、京都大学吉田
キャンパス周辺にも店舗を構える大学生限定のカフェ『知るカフェ』などの先
行事例も参考にしながら、各自の特技・特性を活かしてデザインを作り込んで
いき、中小企業経営者が共同運営する『com.pass』（oの字はコンパス＝方位磁
針をあしらったものになっている）という名の大学生のためのカフェを提案し
た。大学生なら誰でもこのカフェを安価（飲み物代が基本無料）で利用でき、朝
と夜にはスポンサーの中小企業の社長が訪れて、ニュースを解説してくれたり、
バーのマスターになったりする。店内の装飾や小物、飲食物にはスポンサー企
業の技術や製品・商品が使われていて、学生はそれを使う中で企業の名と技術
力を知る。 
このアイデアがどれだけ優れたものか、実現可能性があるものかは判断が難
しい。時間が許せば、統計データを体系的に調べるなり企業の人事担当、大学の
就職支援課の担当、学生にそれぞれ聞き取り調査を行うなりして、ターゲット
層をもう少し細分化したうえで、労働市場における需給のミスマッチが生じて
いないか、ダイバーシティマネージメントがどう行われるか等々を検討するべ
きだろう。そもそも大企業の労働市場と中小企業のそれを区別し、それぞれの
性質と問題点を精査してきたはずの労働研究の流れを一切追わずに限られた時
間の中で話し合っているのだから、できることには限りがある。だがデザイン
にかけた時間は短くても、少なくとも『com.pass』のアイデアの細部には、参
加者たちが就職活動にまつわる社会の仕組みをデザインしようとした痕跡が刻
まれている。安価な飲食物の提供は低学年の大学生が集まる機会を作り出し、
社長がホストになるイベントは、参加者たちが聞き取り調査の中で中小企業の
魅力を感じ取った経営者の「語り」を低学年の学生たちに聞かせる機会を提供
する。これは賃金や福利厚生といった基準ではみえない要素を伝える工夫であ
ろう。店内の装飾や小物、飲食物にスポンサー企業の技術や製品・商品を使い広
告を行うというアイデアも、ワーク中の、大企業の製品・商品やサービスはその
名を知っているものが多い一方で、どれだけ精巧な技術で作られていようとも、
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中小企業の生産品で名が広く知られている物は少ないという参加者の観察から
生まれたものである。つまりワークショップの参加者は、就職活動が始まる前
の学生の行動をそれなりに丁寧に検討したうえで、現状の社会構造下で学生が
中小企業の魅力を知るのに要するコストを削減し、できるだけ自然な形で学生
たちが中小企業の技術や製品、サービスと触れ合う機会を提供するデザインを
考えたといえるだろう。これは、「就職活動」や「大企業―中小企業」、「学生」
等々の言葉（＝常識的な概念）を使って人々が社会生活を送る、その実践に切り
込み、それぞれの言葉やその相互連関の意味に変化を与えようとした試みにほ
かならない。ファシリテーターとしての筆者の力不足もあり、彼／彼女らのア
イデアは十分に言語化できず、すぐに聴衆に要点が伝わるようなものにはなら
なかったかもしれない。だが、就職活動中の大学生という大雑把なターゲット
にアイデアの幅を狭め、兎にも角にもタッチポイントを定めて即物的にデザイ
ンさせようとしたファシリテーターの思惑をすり抜け、就職活動という言説に
まつわる人々の実践が埋め込まれる社会の有り様に目を向け、そこをデザイン
しようとした点で、彼／彼女らの取り組みは興味深いものだったと思う。 
 
「デザイン学」への問い 
+ ファシリテーターはどうやって自由な発想を促すか 
+ ワークショップの時間的制約をどう考えるか 
pic.1 最終報告資料とデザインのあらまし
